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第１回栃木県総合教育会議の結果について 
令和７（2025）年 10 月 15 日 

 

１ 日時及び場所  令和７（2025）年７月８日（火）15 時～16 時 15 分 栃木県公館大会議室 

２ 議題      次期栃木県教育振興基本計画骨子について 

３ 委員からの主な意見 

項目 主な意見 次期計画関連施策等 

基本目標Ⅰ 

・学校における危機管理体制の充実と、多様な体験機会の確保をバランス

よく進める必要があると思う。また、こどもたちと教員が安全について

ともに考える教育を一層進める必要があると思う。 

 

・こどもたちが安心して気持ちを発言し、失敗が許容され、自由な価値観 

や多様な発想を受け入れられる環境づくりが必要であると思う。 

 

・地域と連携し、防災意識向上や通学路の安全管理に取り組んでほしい。 

 

・一人一人の違いに配慮した個別支援を充実させることが重要と思う。 

 

 

・エアコンや多目的トイレの整備を含め、学校の施設の改善にも取り組ん 

でほしい。 

 

基本施策１(1) (2) (3)   

 

 

 

基本施策２(1)(2)(3) 

 

 

基本施策１(3)  

 

基本施策２(1)(2)(3) 

基本施策３(1)(2)(3)(4) 

 

基本施策10(3) 

 

基本目標Ⅱ 

・特別支援学校における施設の充実が必要と思う。  

 

・豊かな心を育むための道徳教育の活用が必要と思う。 

基本施策３(1)   

 

基本施策５(3)  

基本目標Ⅲ 

・こどもたちが主体的に学び、社会課題を自分事として捉え解決にも取り

組める機会や、多様な人々との協働によって様々な知見を融合（「知の総

和」）させることができる機会を充実させることが必要であると思う。 

 

・新たな価値を創造するため、失敗を恐れず挑戦できる機会の充実と、粘

り強く課題に向かう学習活動を推進することが必要であると思う。 

基本施策６(1) (2) (3) 

 

 

 

基本施策６ (2) (3) 
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項目 主な意見 次期計画関連施策等 

基本目標Ⅲ 

・栃木県の中でもグローバルな課題に触れることができるような機会を充

実させることが必要であると思う。 

 

・ＡＩが発達していく中において、こどもたちが自分の考えを伝えていく

ために必要な様々な能力（思考力や判断力、表現力等）を育てていく必

要があると思う。  

基本施策６(3) 

 

 

基本施策５(2)  

 

 

基本目標Ⅳ 

・地域の様々な人たちとのふれあいを通し、発達段階に応じてこどもたち

が社会課題を体験しながら学べる機会を充実させることが必要であると

思う。 

 

・地産地消や地場産業との接点ともなる学校給食における食育の推進が必

要であると思う。 

 

・地域のことを考える契機となる主権者教育やＳＴＥＡＭ教育などを充実 

させる必要があると思う。 

基本施策６(1) (2) (3) 

基本施策７(1)  

 

 

基本施策５(4) 

基本施策７(1) 

 

基本施策６(2)  

 

基本目標Ⅴ 

・学校の統廃合を契機とし、魅力ある学校づくりを進める必要があると思 

う（専門高校やフレックス・ハイスクールにおける教育課程の特色化な

ど）。 

 

・地場産業の担い手から直接学べるコース設置等の工夫が必要と思う。 

 

・質の高い教育の実現に向けて、働き方改革は急務でありＩＣＴを活用し

た業務負担軽減が必要であると思う。 

 

基本施策 10(1)   

 

 

 

基本施策10(1) 

 
 
基本施策９(1)(2)(3) 

全体 
・教員自身のインターンシップの機会の充実や、大学等への内地留学にお 

ける内容の充実に取り組んでほしい。 

基本施策10(2)   
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